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	人間発達心理コース
	スライド番号 2
	 教育心理学領域では、「行動科学としての心理学」の観点から、 発達、教育、社会、認知・学習、災害、実験心理学領域の研究を進めています。
	スライド番号 4
	� 幼児教育領域では、主として幼児教育における子ども理解や保育実践に関するテーマの研究をすすめています。� これまでに在籍していた大学院生は、学類卒業後のストレートマスターもいれば、元保育者もいます。保育や児童福祉に関して調査や研究を行いました。� 修了後は、さらに研究を続けたいと他大学の博士課程に進学する人や現場で自分の学んだことを実践に生かしたいと現場に就職した人、短期大学等で後進を育てている人など、進路はさまざまです。�
	スライド番号 6
	�　臨床心理学は、こころの悩み、問題行動、精神疾患・障害を理解し援助する実践活動にもとづく学問です。そこにはさまざまな臨床活動があります。教育臨床は、児童・生徒、保護者に教育相談を行い、円滑に学校生活を送れるよう支援します。また児童生徒の教育に携わる教員の援助も行います。発達臨床は、子どもの発達上の偏りや遅れを扱います。病院臨床は子どもと成人の精神的な病気や障害を対象にします。少年非行・犯罪、虐待、ひきこもり、子育てなどへの心理臨床的アプローチも重要です。�　本領域では、これらの臨床を病院や専門機関での臨床心理実習で学びます。また、人間発達文化学類附属学校臨床支援センターに併設された臨床心理・教育相談室での臨床心理面接、不登校傾向の子どもやその親、また引きこもり傾向の青年やその家族へのグループワークなどにより臨床実践を積み重ねます。�　本領域は、第１種の臨床心理士養成大学院として指定されています。また、2018年度からは国家資格である「公認心理師」取得のためのカリキュラムが設けられました。スクールカウンセラー、病院、児童相談所、警察の少年や被害者相談、家庭裁判所調査官、法務省の心理技官・保護観察官・法務教官等の専門家として実践できる人材の養成を行っています。�　なお、「公認心理師」の国家試験を受験するためには、大学で公認心理師法に基づくカリキュラムを履修した後、大学院修了または2年以上認定施設で実務経験を経る必要があります。�
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